
岡山市地域公共交通
共同経営計画

（概要版）

岡山電気軌道株式会社

両備ホールディングス株式会社

中鉄バス株式会社

下津井電鉄株式会社

備北バス株式会社

資料4-1（４）その他（①都心の運賃適正化について）
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共同経営計画認可申請の背景
 岡山市公共交通網形成協議会において、事業者間競争により認可運賃より低廉化し
た「都心の運賃適正化」について、公共交通の維持・拡充を図るための重要施策の
１つとして議論

 「岡山市公共交通網形成協議会路線バス分科会」において、賛同事業者６社（※
１）で現在の実施運賃１２０～１５０円を１６０円に変更する方針をとりまとめ、
パブリックコメントを踏まえて、第１３回協議会（令和７年２月１３日）で了承

 複数事業者で同日の運賃改定を実施するにあたっては、独占禁止法特例法（※２）
の共同経営計画の認可を受ける必要があることから、共同経営計画を策定中

 独占禁止法特例法第１０条第３項第１号の規定により、協議会の意見聴取を行いた
く、共同経営計画の概要を次項以降で記載

 なお、賛同事業者のうち、八晃運輸株式会社は、本計画区域で運行する路線を休止
する方針を決定したため、今回の認可申請からは除外する

※１ 賛同事業者６社（岡山電気軌道株式会社・両備ホールディングス株式会社・中鉄バス株式会社・下津井電
鉄株式会社・備北バス株式会社・八晃運輸株式会社）

※２ 独占禁止法特例法（地域における一般乗合旅客自動車運送事業及び銀行業に係る基盤的なサービスの提供
の維持を図るための私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律の特例に関する法律）
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共同経営計画の計画区域・内容・対象路線
 計画区域： 岡山市内中心部ほか（右図の通り）

 対象路線： 路線バス５事業者５６路線

路面電車１事業者２路線

○岡山電気軌道株式会社

路線バス３５路線 路面電車２路線

○両備ホールディングス株式会社

路線バス１１路線

○中鉄バス株式会社

路線バス７路線

○下津井電鉄株式会社

路線バス２路線

○備北バス株式会社

路線バス１路線

 計画の内容： 共同経営へ参加する各事業者の計画区域内の

区間運賃が１５０円以下の区間について、

１６０円へ変更する。※

※中心部以外の１５０円以下の区間についても、１６０円に変更する
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共同経営計画の実施期間・目標
 共同経営計画の実施期間

 令和７年１０月１日～令和１２年３月３１日

 共同経営計画の目標

 計画の実施により、各社において収益の増加が見込まれる。

 収益増加により、路線バス・路面電車の路線維持を目指す。

 また市内中心部の広い区間が１６０円となることにより、わかりやすい運賃となる。

 実施期間中の共同経営計画効果

６６６百万円

次項の収支シミュレーション令和７～１２年の差（共同経営計画の効果）を合計
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収支シミュレーション

※共同経営を実施し、１６０円に値上げしたとしても、インフレや老朽化した車両等の設備更新を踏まえると、収
益は年々悪化する。（各社のコロナ禍前の収入・費用等の相乗平均により算出・予測） ５



その他
 共同経営とあわせて実施するその他の運賃変更

 岡山市地域公共交通利便増進実施計画に基づき、高島方面及び東山方面において運行を
開始する支線バス（運行：両備ホールディングス）の路線について、区間運賃から均一
運賃に変更予定

 今後検討する事項

 今回の計画区域を含む区域でゾーン運賃等のわかりやすく利用しやすい運賃体系を

岡山市公共交通網形成協議会等で今後検討

 岡山市地域公共交通利便増進実施計画に掲げる幹線・支線の分離等路線再編による運行
の効率化

 利用状況や乗務員の充足状況に応じて検討する事項

 利用状況に応じた運行回数・運行間隔等の調整

 乗務員の充足状況に応じた運行回数・運行間隔の調整
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参考資料）第１２回岡山市公共交通網形成
協議会資料（令和６年１２月２３日実施）
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